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韓国ジャパンリポーター訪日団（第 1団）招へい事業の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的・概要】日韓関係の改善を基盤とした訪日プログラムの一環として、在韓日本大使館で韓国全土

から選抜された大学生以上の若手インフルエンサー等を招へいし、各種視察、同世代交流、テーマに沿

った講義聴講等を通じて、日本に対する理解を深めると共に、韓国でまだあまり知られていない日本の

新たな魅力を発信することで、今後の日韓間の相互理解と信頼関係増進の基盤強化に寄与することを主

目的とする。 

 

【参加者】韓国の若手インフルエンサー（団長 1名、引率 1名を含む）合計 37名 

【訪問地】東京都、埼玉県、宮城県、大阪府 

【日程】 

 プレプログラム（オンライン事前学習事）： 

7月 2日（火曜日）オリエンテーション（プログラム説明）、参加者による対外発信 

 招へいプログラム： 

7月 9日（火曜日）羽田国際空港より入国、来日時オリエンテーション 

【表敬・講義】外務省、「新しい日韓関係について」 

7月 10日（水曜日）終日、JKAF（大学生訪韓団同窓組織）の若者との交流・視察プログラム 

【視察・講義】高麗神社、「高麗神社と日韓交流 1300年」 

【視察】李秀賢氏追悼・顕彰碑含む新大久保フィールドワーク 

7月 11日（木曜日）宮城県仙台市へ移動 

【表敬・講義】宮城県庁、「東日本大震災からの復旧・復興の検証・伝承等について」 

7月 12日（金曜日）石巻市へ移動し、終日、石巻専修大学学生との交流・視察ワークショップ 

【講義・視察・交流】『「住んでよし、訪れてよし」のまちづくりを学ぶ～震災復興後の

まちづくり状況』聴講及び該当地域をフィールドワーク、南三陸町へ移動 

7月 13日（土曜日）【視察】語り部バスで南三陸地域の被害と復興状況視察、震災伝承施設「南三陸 311

メモリアル」、復興商店街「南三陸さんさん商店街」 

【講義】ホームステイ地域である南三陸・登米の概要について 

【交流】ホームステイ対面式、ホームステイへ 

7月 14日（日曜日）【交流】終日ホームステイ 

7月 15日（月曜日・祝日）ホームステイより再集合、大阪府へ移動 

【企業訪問・講義】日経 MJ賞最優秀賞受賞「SEKAI HOTEL 株式会社」、「まちごとホ

テル」で地域商店街活性化 

7月 16日（火曜日）【視察・交流】講義に沿った視察・グループ別商店街取材及び地元の方々と交流、取

材内容発表及び成果報告会（訪日成果・帰国後の活動計画発表） 

7月 17日（水曜日）関西国際空港から出国 
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２．記録写真  

 
 

2024年 7月 9日【表敬・講義】外務省、「新しい日

韓関係について」 

2024年 7月 10日【視察・交流】高麗神社（JKAF

（大学生訪韓団同窓組織）の若者と共に） 

 
 

2024年 7月 11日【表敬・講義】宮城県庁、「東日

本大震災からの復旧・復興の検証・伝承等につい

て」 

2024年 7月 12日【視察・交流】『「住んでよし、

訪れてよし」のまちづくりを学ぶ～震災復興後の

まちづくり状況』（石巻専修大学学生と共に） 

  

2024年 7月 13日【視察】語り部バスで南三陸地域

の被害と復興状況視察 

2024年 7月 14日【交流】南三陸地域でのホームス

テイの様子（ホストファミリーと郷土菓子作り） 
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2024年 7月 15日【交流】ホームステイ解散式の様

子 

2024年 7月 16日【視察・交流】「まちごとホテル」

地域商店街の視察及び地元の人々との交流 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 韓国 大学生 

今回の訪日は、新しい経験の連続で、大変新鮮でした。中でも印象に残ったのは、石巻専修大学の皆さ

んと共にした石巻でのプログラムです。東日本大震災の痛みに共感することができ、震災から 13年経っ

た今の姿を直接視察することもでき、その上で、石巻の更なる発展のためにどうすればよいか、改善点は

何か等を日韓両国の若者が意見交換し、共有できたことは、非常に意義深い日韓交流の場になりました。 

 

◆ 韓国 大学生 

観光地に行かず、韓国の人に馴染みのない地域ばかりだったのが良かったです。特に、石巻での震災後

の復興及び旧市街地を一体とした地域活性化対策と、大阪での「まちごとホテル」を活かした商店街活性

化対策は、いずれも初めて接する情報で大変ユニークで大いに参考になりました。韓国でも応用できる

かどうか、帰国後に早速調査してみようと思います。 

 

◆ 韓国 大学生 

ホームステイが一番印象に残っています。私たちのために、翻訳機まで購入してくださり、嫌な顔を全

くされずに、朝から晩まで私たちのために 1 つでも多くのことを体験させようと思ってくださる姿に、

大きな愛情を感じましたし、心から感謝しています。亡くなった祖母に再会できたような思いにもなり、

今回の体験は生涯忘れられない大切な思い出になると思いますし、私たちのような関係の積み重ねによ

り、日韓関係もより近くなることを願っています。 

 

◆ 韓国 社会人 

ニュースでしか見たことのなかった東日本大震災、中でも一番被害が多かった地域が宮城県であるこ

とを初めて知りました。測り知れない痛みと苦しみの中にあっても、地域の復興と大災害の伝承のため

に努力されている様子や、石巻や南三陸の復興の様子を目の当たりにして、驚くと共に、地域の皆さん

に対しては尊敬の念を抱きました。私たちの日常がいかに貴重なものであるか、気づくことができまし

たし、宮城の皆さんと思いを共にして、大災害の伝承についても韓国で多くの人に伝えたいです。 
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４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 高麗神社関係者 

今回の若者たちは真面目かつ素直で、講義する際も非常に話しやすく、反応も良かったです。今の韓国

の若者の反応を見ると本当に隔世の感があります。お守りを買い求める等、日本の文化を素直に受け止

め、柔軟に受け入れている若者を見ると、こちらも嬉しくなります。こうした変化も、韓国の変化が要因

かもしれませんが、これまで地道に交流を進めてきた団体、個人の努力の結晶だと思います。 

 

◆ 株式会社街づくりまんぼう（石巻講義・視察プログラム協力機関）関係者 

「韓国ジャパンリーダー訪日団」団員の皆さんは、明るく勉強熱心な素晴らしい方々ばかりで、私たち

もすごく元気をいただいて、とても新鮮な気持ちになりました。また、石巻専修大学の学生の皆さんとの

若者同士の交流が生まれて、未来の明るい日韓友好関係が垣間見られたようでした。この度は、視察先に

石巻を選んでいただき本当にありがとうございました。 

 

◆ 石巻専修大学関係者 

石巻の街歩きワークショップをこれまで実施してきましたが、今回は、訪日団の皆さんが積極的に参加

してくれたおかげで今まで以上に充実した会となりました。当方の学生もインスタグラム等で連絡を取

り合っていますと嬉しそうに報告してくれました。ワークショップでの発表内容も石巻の街にとって大

変貴重な意見になりました。街づくりに関わる人たちと共有し、アクションに繋げていこうと思います。 

 

５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

  

2024年 7月 9日（blog） 

在韓日本公館で長年勤務された専門家の方から日

韓関係についての講義を聴いた。特に、類似した社

会的課題（少子高齢化等）を持っている日韓両国の

交流の歩みや、様々な案件について解決しようと

努力してきた様子を知ることができた。また、日韓

交流において重要な人物である李秀賢さんについ

2024年 7月 11日（Instagram） 

新幹線に乗って東京から仙台へ。宮城県庁を表敬

し、東日本大震災からの復興と伝承についての講

義を聴きました。 

大震災と津波へ常に備えており、災害により強い

地域づくりのために絶え間なく努力されている様

子や、様々な復興のために尽力されている様子を
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てのお話もあった。2001年に新大久保駅で人命救

助のため線路に飛び降りた方で、日韓両国に衝撃

と感動を与えた。今回の訪日団期間中に新大久保

駅構内にある彼の顕彰・追悼碑を訪問する予定だ。 

深く知ることができ、宮城県の皆さんは本当に素

晴らしいと思いましたし、尊敬します。 

皆さんも、この機会に宮城への旅はいかがでしょ

うか。是非訪れて直接体験してみてください。 

  

2024年 7月 14日（Instagram） 

宮城県登米市のホストファミリーの皆さん、あり

がとうございます！思ったよりずっと仲良くな

れ、幸せな時間を過ごすことができました。日本と

韓国は個人と個人の関係は近くなれるのに、表向

きは良好でない関係のように映ってしまいます

が、私たちの活動で少しずつでも日本の皆さんと

良い関係を築き近づいていき、やがては日韓関係

が全般的に近い関係になれば良いと思います。 

2024 年 7 月 31 日（朝鮮日報 WEB 版：本訪日団参

加者による記事） 

『2 泊 3 日で家族になった「次は必ず韓国で会お

う」涙の海となった韓国の大学生田舎体験記』と題

して、宮城県南三陸町と登米市でのホームステイ

について、東日本大震災にも触れながら、詳しく紹

介。合わせて、日本国内の農漁村における地域活性

化のために国内外からホームステイを積極的に誘

致する取組についても紹介している。 

 

 

2024年 7月 13日（石巻かほく） 

「韓国の若者たち石巻巡る、被災地 SNS で発信、

街の魅力課題探り交流」と題して、石巻専修大学の

学生と交流しながら石巻の街づくり視察とワーク

ショップの様子を詳しく紹介。 

2024年 7月 14日（埼玉新聞） 

「インフルエンサー歴史学ぶ、日高高麗神社、日韓

文化交流事業で」と題して、JKAF（大学生訪韓団同

窓組織）の若者と高麗神社視察の様子と、高麗宮司

の講義について詳しく紹介。 
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６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表（概要または抜粋を記載する） 

 

 

 

 

【成果の発表】 

・今回の成果を 3つのキーワードでまとめると

「東日本大震災への理解と共有」「地方活性化の

アイディアの学び」「深みのある日韓交流」に集

約できる。 

・これらの学びを、専門家の講義・現地視察・現

地の方々との交流等を通じて、深く学べたことは

大きな財産となり、有意義であった。 

・今や韓国でも体で感じる地震が増えており、自

然災害も年々増えているため、東日本大震災から

の学びは他人事ではなく、日頃から備える重要性

について発信していきたいし、地方活性化につい

てはユニークなアイディアが多く、韓国でも適用

できるかどうか等シミュレーションしてみたい。 

【アクション・プラン】 

・今回学んだ日本の様々な政策や対策について分

析及び研究をし、韓国にも導入できるかどうかに

ついて、提示していきたい。 

・より深い日韓関係を築けるよう、「日韓交流お

まつり」等をはじめとする日韓関連のイベントに

周りを誘って積極的に参加し、ボランティア活動

を通じて貢献していきたい。 

・今回学んだ内容を様々な切り口で SNS等を通じ

て積極的に発信していきたい。 

【成果の発表】 

・今回の日程の中でも印象的だったのは、初めて

訪れる宮城県石巻での視察と交流、南三陸と登米

でのホームステイで、全てが新鮮で、多くの方々と

の出会いを通じて大きな学びとなった。 

・中でも、石巻の地域活性化のために、地元の大学

の学生が企画して参加していたり、都市部から若

い移住してきた方々が貢献していたり、クラウド

ファンディングで資金を集めていたり、クラフト

ビールを新たに始めたりと、その中心には若者が

多くいたことに驚き、大変参考になった。 

・今回の訪日での経験や学びを活かし、韓国の地

方活性化のために私たち若者が何ができるか等に

ついて考えていきたい。 

【アクション・プラン】 

・短期的なアクション・プラン：今回の学びをイ

ンスタグラム、YouTube、ブログ等で、毎週何か

しらの形で発信していく。 

・長期的なアクション・プラン：宮城県等、韓国

人があまり行かない地域について、各方面と協力

して広報していくことを目標としたい（可能であ

れば、日本の観光庁や宮城県の韓国事務所、旅行

社等）  

実施団体名：公益財団法人日韓文化交流基金 


